
2023(令和 5)年度事業報告 

 

日本鋳造工学会は，2022年に創立 90周年を迎え，定款第 3条(目的)のとおり「鋳造工学に係

る学術及び技術の振興を図り，日本及び世界のものづくり基盤産業の発展に寄与し，社会の豊

かな生活を実現することを目的とする」に合致した公益事業を展開すべく活動してきた．カー

ボンニュートラルへの対応など，“ものづくり”の環境が大きく変化する中，これまでの活動を

振り返り，さらなる飛躍を目指して策定した第 3期長期ビジョンを基にした活動を充実させる

とともに，“「新しい風」を吹かせ，「新しい風に乗る」”をスローガンに，SDGsを見据えた技術

革新に繋がる基礎研究の推進，技術伝承の推進とオンラインを活用した若手人材育成を戦略的

に行う活動及び鋳造に携わる仲間を増やすことを狙いに，鋳造の魅力を今まで以上に多くの若

い方々に伝える活動など，産業界からの要望に応えるべく，様々な活動を積極的に推進した．

また，新たに会員種別を増し，顕著な業績と学会の発展に顕著な貢献がある会員をフェロー会

員としてその貢献に報いることとした． 

公益事業としては，公 1：鋳造工学に関する学術講演会，講習会等の開催事業，公 2：鋳造工

学に関する調査研究事業及び相談事業，公 3：鋳造工学に関する表彰及び奨励事業，公 4：鋳造

工学に関する広報誌等発行による普及啓発事業，その他，他 1：会員に頒布する図書発行事業，

他 2：鋳造工学に関する相談事業の 6つの区分にしたがって活動を行った． 

2023(令和 5)年度実施した事業は以下のとおりである． 

 

1．学術講演会，講習会等の開催事業(公 1) 

国内の鋳造業界においてはさまざまな課題がある．課題克服に向け，この技術を受け継ぎ，

さらにそれらを発展させることのできる人材の育成，海外との競争力強化，経営基盤の強化，

環境対策，鋳造産業自体を広く国民に理解していただく努力をどのように進めるかの検討を行

ってきた．そのため研究と開発の成果を講演会や講習会をとおして広く公開した． 

新型コロナウイルス感染症が第 5類感染症となり，全国講演大会を従来通りの対面形式で開

催することができるようになったが，参加者の利便性を考え，会場での対面と WEB を組み合

わせたハイブリッド形式で開催した．春季，秋季大会で合計 247件の研究成果の発表・討論を

行った．また，技術講習会，若手鋳造技術者を中心とするYFE大会を開催し，会員にとっての

技術交流の場を作った．2023年度に鋳造工学会の論文賞，日下賞を受賞した方々の講演は，第

181 回全国講演大会で，西山圭三賞，技術賞，豊田賞を受賞した方々の講演は，第 182 回全国

講演大会で実施した．新型コロナウイルスの影響で中止していた「こども鋳物教室」や「工場

見学会」は，実施することができた．鋳造関連商品やその技術に関する展示会や PR セッショ

ンは対面と WEB のハイブリッド形式で行った．学生を対象とした「鋳物コンテスト」に替え

て，鋳造に関する基礎的な学習とともにデジタル技術を実際に体験できる「学生向け鋳造方案

勉強会」を開催し，参加者全ての方案の鋳造を行い，評価した．また高校生を対象にした「理

系学生応援プロジェクト」は東海支部，関西支部で開催した． 

各支部主催で，地域に密着した，要求に沿ったテーマを選び，講演会，講習会を実施した．

その他，関連団体との共催による講演会，講習会，研修会の開催も行った．これらのイベント

も対面形式あるいはハイブリッド形式での開催となっている． 

(1) 全国講演大会を春季は関西支部(東大阪市)，秋季は東北支部(郡山市)で開催． 

(2) 講演会・技術講習会，特別講演等は，地域等の協力を得て，北海道，東北，関東，北陸，

東海，関西，中国四国，九州の全支部で，対面形式あるいはハイブリッド形式で計 32回

開催． 

(3) シンポジウムをハイブリッド形式で 1回開催． 

(4) YFE(Young Foundry Engineers)大会は第 181回全国講演大会時に「学生のための鋳造方案勉

強会」発表会を含み開催． 

(5) 第 181回，第 182回全国講演大会では，工場見学会を開催． 



(6) こども鋳物教室を開催． 

(7) 人材育成のための鋳造カレッジは，(一社)日本鋳造協会との協力により対面形式及びハイ

ブリッド形式で 4地区で開催，(一財)素形材センターとの協力による研修講座，技術セミ

ナーを多くのテーマについて開催． 

(8) 鋳造カレッジ用オンデマンド教材の作製を開始． 

(9) The 16th Asian Foundry Congressを室蘭工業大学で開催． 

 

2．鋳造工学に関する調査研究及び相談事業(公 2) 

鋳造工学に関する調査研究事業に加えて，鋳造工学に関する相談事業を行った．鋳造工学に

関する技術的な相談をしたい一般市民に対して機会を設け，技術的な問題解決に寄与していく． 

調査研究事業として，各技術分野の専門家による，鋳造工学に関する研究，調査，技術交流

事業を行ってきた．研究委員会では，常設の研究部会，地域のニーズに合せた鋳物研究部会，

現場鋳造技術部会，専門部会や合同研究部会による活動を対面形式あるいはハイブリッド形式

での開催を行った． 

研究成果は研究報告書により公開し，希望者は報告会等に参加，調査研究結果の有効活用に

努めた．また広く鋳造工学に関する情報や資料の収集を行い，その研究成果を発表した． 

(1) 研究部会活動の推進とテキストの発行，技術レビュー記事などを「鋳造工学」誌に発表． 

(2) ハイブリッド形式でのシンポジウムの開催により, 研究部会活動成果を公開． 

(3) 全国講演大会時にオーガナイズドセッションを開催し, 部会活動の成果を報告． 

(4) 鋳造技術部会，現場鋳造技術研究会，合同研究会，鋳物研究会，その他各種研究会等多数

開催．(対面形式，ハイブリッド形式を含め個別に開催方法を決めた．) 

     

3．表彰及び奨励事業(公 3) 

将来の鋳造産業及び日本の製造業の発展のため，鋳造に関わる研究や開発などに優れた業績

を挙げた会員や一般市民に，日本鋳造工学会大賞をはじめ 12種類の表彰を行った．この他，鋳

造関連企業に就職した大学等の卒業生を対象に，奨励賞で表彰した．また，寄付金をもとに設

定した基金から，若手研究者の研究奨励，若手活動支援，新東工業鋳造技術研究奨励の制度に

より研究等の奨励を行った．キャステイングズオブザイヤー賞は，現地に出向いて表彰を行っ

た． 

各支部においては，地域に密着した表彰及び奨励制度により，表彰，奨励を実施した． 

(1) 表彰 

a. 本部関係 

日本鋳造工学会大賞 2件，優秀論文賞 1件，論文賞 3件，クボタ賞 1件，飯高賞 1件，

西山圭三賞 2件，功労賞 6件，技術賞 2件，網谷賞 4件，豊田賞 3件，日下賞 3件，キ

ャステイングズオブザイヤー賞 2件 の授与 

b. 支部関係 

北海道支部：長岡金吾賞 2件，野口徹賞 1件，東北支部：大平賞 1件，金子賞 1件，関

東支部：現場改善賞 6件，岡田民雄賞 2件，関東支部優秀学生講演賞 4件，東海支部：

支部賞 11件，堤記念賞 3件，岩田奨励賞 5件，功労賞 2件，感謝状 5件，関西支部：石

野賞 1件，功労賞 1件，技術功労賞 1件，優秀発表賞 1件，支部奨学賞 5件，中国・四

国支部：片島賞 6件，功労賞 1件，奨励賞 2件，九州支部：技能功労賞 2件，技術奨励

賞 1件，九州支部功労賞 1件 に授与． 

(2) 奨励 

a. 本部関係 

特別若手研究奨励金 1件，若手研究奨励金 3件，若手活動支援金 2件，新東工業鋳造技

術研究奨励金 1件 に授与． 

 

b. 支部関係 



該当者なし 

 

4．鋳造工学に関する広報誌等発行による普及啓発事業(公 4) 

学会誌「鋳造工学」を毎月発刊した．最新の研究論文，技術論文をはじめ技術報告，解説，

現場技術改善事例，現場改善ライト，レビューの他，シリーズ「わが社の履歴書」，「鋳造技士

解体新書」を継続掲載した．会長との対談記事，鋳造業界要人(研究者や技術者)のインタビュー

記事，YFE 委員会による各支部の「YFE だより」，「支部活動報告」も掲載した．Q&A コーナ

ーを毎号，特集を 3回掲載し，研究者，技術者及び経営者のいずれの方にも役立つ情報を拡大

掲載した．また英文誌「Materials Transactions」の 13学協会との共同発刊に協力するとともに，

本会会員の投稿を積極的に推進した．国際化を狙いとして，掲載論文の International Journal of 

Metalcasting誌への投稿の検討を開始した． 

また，支部においては地域の会員などとの魅力ある活動の一環で，地域に特徴をもった支部

会報の発行を進め，普及を図った． 

(1) 学会誌「鋳造工学」の定期発刊 

会誌「鋳造工学」第 95巻第 4号より第 96巻第 3号までの 12冊を発行した． 

特集号を 6月，9月，12月に発行した． 

第 6号特集「カーボンニュートラルと鋳造技術」 

第 9号特集「鋳鉄の品質・信頼性向上とその評価技術」 

第 12号特集「金属 3Dプリンターの応用展開」 

(2) 全国講演大会講演概要集(研究報告 247編)を 5月と 10月に発行した． 

(3) 技術講習会テキストを 5月，10月，1月に発行した． 

5月「環境負荷低減と脱炭素を目指した鋳造技術最前線」 

10月「産業界に進出するロボット技術～モノづくり産業の人財不足を補うために～」 

3月「【温故知新】古代の鋳造技術を知る」 

(4) 支部会報発刊：東北支部第 59号，関西支部通信第 10号，中国四国支部会報「こしき」第

46 号の発刊．その他，ニュースレターの発行，各支部ホームページにより地域に合った

情報発信を行っている． 

(5) The 16th Asian Foundry Congress Extended Abstractを 12月に発行した． 

(6) 鋳造を広く知っていただくために，動画の製作を行った． 

 

5．会員等に頒布する図書発行事業(他 1) 

専門誌，図書発行を行う．当事業では．鋳造研究者，鋳造技術者向けに鋳造工学に関する専

門誌を発行し，会員はじめ鋳造関連技術者相互の利益を図ることとしている． 

主に鋳造分野の特定領域について深く掘り下げた専門性の高い内容を図書としているもので，

多くの販売は望めないものであるが，鋳造分野においては必要不可欠な，将来に残すべき内容

をまとめて発刊する．その分野の先進の専門家が編集委員会を組織し，データの収集と編集を

行っている． 

(1) 「ダイカストの鋳造欠陥・不良及び対策事例集【改訂新版】」を 5月に発刊した． 

 

6．鋳造工学に関する相談事業(他 2) 

「鋳造工学に関する相談事業」について具体的には，次に記す 3つの事業で会員を対象にし

たものである． 

(1) 鋳造工学に関する技術相談事業 

(2) 鋳造工学に関する論文執筆相談 

(3) 現場技術改善事例の執筆相談 

 

7．その他，本会の目的を達成するための事業 

(1) 国内関係 



他学協会((公社)日本工学会，(一社)日本鋳造協会，(一財)素形材センター，等)との協力 

(2) 国際関係 

世界鋳造技術機構理事会，The WFO 1st Foundry Young Researchers and Early Career 

Professionals Conference等への参加，中国・韓国鋳造工学会との交流，海外開催学会への派

遣など．(WEBあるいは現地参加) 

 

8．本会の法人管理・運営に関する事業 

(1) 総会，理事会の開催(本部，支部) 

(2) 各種委員会の開催など(本部，支部) 


